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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
本論文は、戦後日本において、道徳教育の理論的・実践的探究を活発に行い多方面に影響
を与えた平野武夫の「価値葛藤論」を考察の基軸に据え、戦後日本の学校教育における「道
徳授業」の役割や原理を、道徳教育史の文脈において明らかにしたものである。 
 具体的には、まず、平野の業績が、戦後初期から「道徳の時間」が成立するまでの過程を
連続的に捉える手がかりとなることを明らかにし、次に、戦後の教育改革期における道徳教
育の方向性を探索した平野の考察プロセスを詳細に分析し、理想型の暗記に傾斜した修身に
対し、実践力の涵養を道徳教育の目的に据えたことなどを指摘している。さらに、1950 年
代中頃までの全面主義道徳教育の模索と課題を検討し、平野の果たした役割として、道徳教
育のカリキュラムの構造化と教師の倫理観を向上させるための授業研究の推進などがある
ことを導き出した。加えて、1958 年の「道徳の時間」の成立過程とその特徴を再検討し、
国家主義道徳を否定する一方、それが道徳の規範的側面や目的的教育までを否定するもので
はなかったこと、そこには平野による価値葛藤論の発想の萌芽が見られることを明らかにし
た。 
以上を踏まえ、価値葛藤論に基づく道徳の授業原理を考察し、現在に通ずる「問題解決型」
の学習方法がすでに存在していたことを指摘し、価値葛藤論を「方法的価値葛藤」と「目的
的価値葛藤」に細分化し、道徳的価値の理解の学習原理を「価値の正しさの納得」と「自己
の課題の気づき」の 2 つにあると、現代的な視点からの再解釈を試みた。最後に、本論文で
見いだされた成果は、現在の学校教育の中で新設された「道徳科」の授業のより良いあり方
に対して一定の示唆を与えるものであることを主張して、論考を終えている。 
哲学・思想の用語が氾濫する道徳教育の分野において、用語の意味を厳密に限定化して使
用しようとするあまり、かえって論文構成が冗長になってしまった嫌いがあること、歴史的
事実に載せながら自らの理論的考察を紡ぎ出そうとする試みが、ともすればクロノロジカル
な記述にとどまりがちになることなどには、本論文のいわば限界が見いだされる。 
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しかし、分析視点を、教育政策の次元ではなく、教育・学習課題におき、特に 1958 年に
「道徳の時間」が成立したそれまでのプロセスと「道徳の時間」の授業論それ自体の二つを
分析し、そこに平野の「価値葛藤論」を適用したことで、戦後道徳教育史を連続的な発展過
程としてとらえることに成功していることは、本論文の独創的な点であり、かつ斯界に於け
るあらたな貢献と高く評価できる。 
 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
